
 

 

 

 

山仲間の皆さん、あけましておめでとうございます。 

本号では、剱岳の奥にある仙人池への山行をご紹介します。 

彼の地から見る剱岳は裏剱と呼ばれ、急峻な岩壁はまさに懸崖絶壁に見えます。 

 

【活動記録】8月 29日～9月 2日 「発祥の地 仙人池を訪ねる」 

仙人池ってどんなところだろう？ 裏剱が鏡の様に映る仙人池の写真をみて、行きたい！と

即座に思った。雪渓歩き、4 日間の長距離、凄く迷うが

挑戦の想いは抑えられず、無謀にも参加を決めた。大阪

から夜行バスで出発。乗り継ぎ標高 2,450ｍ室堂に到着。 

目指す立山の景色にワクワクしながら歩き始めると、

石の上で雷鳥がお出迎えしてくれた。  

雄山、大汝山、富士の折立は、初めての稜線歩き。 

槍ヶ岳が見え、遥か遠くに富士山。好天の下で、360 度

大パノラマ。最高の景色に感動した。 

 

翌朝、劔沢小屋から正面に剱岳。かっこいい。通常なら剱沢雪渓をアイゼンで歩くが、

酷暑で雪渓が融け落ち、右岸の夏道を進む。その迂回路はバリエーションルートが大半。

予想外に時間を要して、かつ高温で皆の疲労は限界に近づいていた。それでもなんとか、

仙人池ヒュッテに到着して皆で乾杯した。仙人池に映る裏剱と夕暮れの山々に癒された。 

小屋には 50 周年山行時の記念プレートが飾られて

いて、当時の熱い思いを感じることが出来た。その

夜は、スーパームーンにも出会え、この 60 周年山行

に参加して本当に良かったと感動した。 

 

仙人池では、もう少しゆっくりとしたかったが、

昨日の進行速度を考慮して、朝食を弁当に変えて、

早く出発した。昨日の道を慎重に必死で歩いた。 

疲れているはずなのに、なぜだか昨日よりテンポよく進む

ことが出来た。だが、終盤の雷鳥沢から、みくりが池までの

登りの石段がきつく、その夜は足がガクガクだった。 

最終日は称名滝を鑑賞する。滝の間近まで進み、風と飛沫

で、落差日本一の大迫力を体感した。 

 

360 度パノラマの大絶景、4 日間全日で晴れという奇跡、

そしてスーパームーン。忘れられない山行となった。 

先輩方からとても刺激を受け、新たな目標をもって挑戦 

したいと思った。この時間を、共有する事が出来た事に 

感謝いたします。ありがとうございました。（宮本） 
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今回のテーマは、『立山三山と仙人池ヒュッテで裏劔・スーパームーンを見る』 

たくさんの想いが溢れる山行。仙人池ヒュッテは、60 年前に西宮山岳会を立ち上げた地。

その山行に同行できたのはとても有難い事だ。 

 

劔沢雪渓を歩くという課題があったが、酷暑で融解し、

歩ける状態ではなかった。たまに出会う登山者との会話で、

「雪渓を歩ければ楽なんだけど」と聞くたび、これは大変

な道なんだ、と心が大きく揺さぶられた。 

沈んだ気持ちで歩きながら、

ふと、初日の空に浮かんでいた

彩雲を思い出した。彩雲は吉兆の印だからだ。山々の美しい

姿を眺めながら、大きく息をして心を落ち着かせた。 

 

この 2日間の一歩一歩は、私の身体に肩の痛みと腰の疲労

を確実に刻んでいた。ボロボロの身体で迎える 3 日目。行程

は、仙人池ヒュッテから、みくりが池温泉までの長丁場。 

「このペースだと、15時間はかかるんじゃないか」先輩の

緊張感ある言葉に身が引き締る。ひたすら登りひたすら下る

ことを無心に繰り返した。歩き始めてから、もう 12 時間が

過ぎた頃、ようやく雷鳥沢を下り終えた。疲労困憊で身体は

限界を感じたが、ここで止まる事は出来ないと、みくりが池

までの石階段を必死に登った。 

最後の力を振り絞る感覚は、以前にも味わった気がする。

頭の中で、ぼぅっと過去を振り返る。それは遠い昔の、ある

マラソン大会で、ゴール間近に抱いた感情と似ていた。今回

は、精神面での成長を感じていたが、それはもしかしたら、

若いあの時の心が呼び覚まされたのではないだろうか。 

 

3 日間の山行を経て、みくりが池温泉に

着き洗面所の鏡で疲れ果てた酷い顔を見た

…。それは呼び覚まされた気持ちとは裏腹

に、十は歳を取っていた。 

こんな顔で、歩いてきたのかと思うと、

ふぅとため息が出て、やっとここにきて 

肩の力が抜けるのを感じた。           

この山行に参加して、本当に良かった。 

熱い気持ちが甦った事を、今後も大切に 

したいと思う。貴重な体験をさせて頂いて、

ありがとうございます。（下平） 

 

行程の詳細は、https://nishinomiya-

sangakukai.com/new_report.html 

https://nishinomiya-sangakukai.com/new_report.html
https://nishinomiya-sangakukai.com/new_report.html


 

 

 

【活動計画】  
日時 企画 山域・ルート 内容・おすすめポイント 

1/1 例会 朝熊ヶ岳&伊勢神宮 ご来光初詣登山 

1/6 例会 近江富士 目覚ましハイク 

1/7 例会 蒲田アルプス 瀬戸内海を眺めながら 

1/8 講習会 アイゼントレーニング 上級編 

1/13 例会 干支の山 龍紀州富士、龍門山を歩く 

1/17 平日例会 干支の山 竜王山から摂津峡へ 

1/20 例会 六甲全山縦走 2/3 須磨浦公園駅～六甲駅 

1/21 公開ハイキング 大文字山 冬の静寂とパワースポット 

1/21 例会 山トレ企画 武奈ヶ岳雪中山行 

1/28 例会 赤坂山 スノーシューハイキング 

1/31 平日例会 六甲山 氷瀑ハイク 

2/3 例会 比良山 北小松駅からヤケ山 

2/3 例会 綿向山 竜王山と周回 

2/4 トレーニング 六甲縦走 西半縦 

2/10 例会 加西アルプス 満員御礼の為、再催行 

2/11 例会 高見山 霧氷バス 

2/17 公開ハイキング 生駒山 大阪の里山を歩く 

2/18 トレーニング 六甲縦走 東半縦 

2/21 例会 六甲山 梅見ハイクで梅三昧 

    

【新規入会、絶賛募集中!!】 

個人山行やガイドツアーでは体験できない山行に行きませんか？ 

セミナーや例会で、更に色んな体験が出来ます。また、多くの仲間に出会うことで、日常

生活では体験できない感動を味わえます。 

当会では、山仲間を絶賛募集中です!!体験ハイキングや公開ハイキングで、会の雰囲気を

ご覧いただけます。入会をご検討中の方は、お気軽にご参加ください。 

 

［Web］https://nishinomiya-sangakukai.com 

［住所］〒662－0971 兵庫県西宮市和上町 1－12 

［問合せ先］泉 竹明   080-2589-2670  E-Mail:bamboo_izumi@yahoo.co.jp 


